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私は今後の研究内容として, 種数が等しいミュータント結び目に対して, ホロノミー表現に関する
ねじれアレクサンダー多項式が一致するか否かを調べたいと考えている.

一般に, ミュータントの関係にある結び目のペアは, アレクサンダー多項式 [1]やジョーンズ多項
式 [2], 双曲体積 [3]を共有することが知られている. 一方で, 結び目の種数についてはミュータント
であっても異なる場合があることが知られている [4]. 例えば, 樹下・寺阪結び目とコンウェイ結び目
と呼ばれる 2つの 11交点の結び目は, ミュータントの関係にあり, 種数が異なる. この例においては,

結び目の不変量であるねじれアレクサンダー多項式によっても区別できる [5]. しかし, ミュータント
のペアで種数が一致する例も存在し, 本研究ではそのような結び目を対象にしたいと考えている.

ホロノミー表現に関するねじれアレクサンダー多項式に関する先行研究として, 15交点までの双
曲結び目に関する研究がある [6]. この結果によれば, 15交点以下の全ての双曲結び目に対して, ホロ
ノミー表現に関するねじれアレクサンダー多項式により種数が決定し, 多くの例においてはミュータ
ントを区別することもできる. 一方で, ねじれアレクサンダー多項式を共有するミュータントのペア
の存在も指摘されている.

符号が全て一致する 0でない整数の組 (a1, . . . , an)に対し, 交代結び目であるようなプレッツェル
結び目 P (a1, . . . , an)が定まる. この時, ある ai と aj を入れ替えた組から定まるプレッツェル結び
目は, 元のプレッツェル結び目とミュータントの関係にあることが知られている. また, 交代結び目
の場合には, アレクサンダー多項式によって種数が決定されるので [7, 8], ミュータントの関係にある
2つの交代結び目は常に種数を共有することがわかる. よって, タングルの入れ替えで得られる無限
個のミュータントのペアは, 種数が等しい. このようなペアに対して組織的にホロノミー表現に関す
るねじれアレクサンダー多項式を計算し, 各ペアに対してねじれアレクサンダー多項式が一致するの
か否かを調べる. 結び目の無限族に対して組織的にホロノミー表現を求めることは一般に困難である
が, (−2, 3, 2n+ 1)プレッツェル結び目における計算 [9]と同様の手法により, ホロノミー表現を得る
ことが可能であると考えている.
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